
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会
」が
平
成
十
三
年
十
一
月
十
九
日
に

発
足
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
行
政

上
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
今
後
の
畜

産
・
食
品
衛
生
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

平
成
十
四
年
四
月
二
日
に
、
食
品
の
安

全
性
の
確
保
に
関
す
る
基
本
原
則
を
確

立
す
る
た
め
の
新
し
い
法
律
の
制
定
や
既

存
の
食
品
関
連
法
の
抜
本
的
な
見
直

し
、
独
立
性
・
一
貫
性
を
持
ち
、
リ
ス
ク

評
価
機
能
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
各
省

庁
と
の
調
整
機
能
を
持
つ
新
た
な
食
品

安
全
行
政
機
関
の
設
置
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
の
提
言
を
受
け
て
、
内

閣
総
理
大
臣
の
指
示
に
よ
り
、
平
成
十

平
成
十
三
年
九
月
十
日
、
我
が
国
で

最
初
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
は
、
行
政
の
対
応

の
ま
ず
さ
な
ど
か
ら
国
民
の
食
に
対
す

る
不
信
を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
食
の
安
全

確
保
の
在
り
方
に
大
き
な
課
題
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
も
食
品
の
偽
装

表
示
の
発
覚
、
輸
入
野
菜
か
ら
の
残
留

農
薬
の
検
出
な
ど
、
食
の
安
全
を
め
ぐ

る
問
題
が
相
次
い
で
起
こ
っ
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

食
品
の
安
全
行
政
に
対
す
る
批
判
が

続
出
す
る
中
、
厚
生
労
働
大
臣
と
農
林

水
産
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ
る

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
が

法
律
制
定
の
大
き
な
契
機
に

Points
12345
リ
ス
ク
評
価
（
食
品
健
康
影
響
評
価
）
を
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
客
観
的
か
つ
中
立

公
正
に
行
う
た
め
、食
品
安
全
委
員
会
が
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
ま
し
た�

厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省
で
は
、こ
れ
ま
で
の
リ
ス
ク
管
理
の
在
り
方
を
徹
底
的
に

見
直
し
ま
し
た�

安
全
基
準
の
見
直
し
を
厳
格
に
す
る
な
ど
、食
品
衛
生
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た�

新
た
な
食
品
安
全
行
政
に
対
応
す
る
た
め
、農
林
水
産
省
で
は
「
食
の
安
全
・
安
心
の

た
め
の
政
策
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た�

今
後
、行
政
機
関
、生
産
者
、事
業
者
、消
費
者
間
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
食
品
安
全
行
政
を
展
開
し
て
い
き
ま
す�

2003.OCTOBER 12［時の動き］

平
成
十
三
年
以
降
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
発
生
、
食
品
の
偽
装
表
示
の
発
覚
、

輸
入
野
菜
の
基
準
値
を
超
え
る
残
留
農
薬
の
検
出
な
ど
、

消
費
者
の
食
に
対
す
る
信
頼
を
大
き
く
失
墜
さ
せ
る
事
件
が
相
次
い
で
起
き
ま
し
た
。

食
生
活
は
国
民
の
健
康
な
生
活
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

食
の
安
全
性
に
関
す
る
国
民
の
不
安
・
不
信
を
解
消
し
、
安
全
な
食
品
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
に
、

「
食
品
安
全
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
七
月
一
日
か
ら
食
品
安
全
委
員
会
が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
で
は
、
法
律
改
正
・
組
織
改
革
な
ど
を
行
い
、

よ
り
厳
格
な
食
品
安
全
行
政
の
実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
分
析
の
手
法
を
導
入
し
、
安
全
な
食
品
を
食
卓
に
届
け
る

食
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
向
け
て

食
品
安
全
基
本
法
を
制
定

食
品
の
安
全
性
の
確
保
を
包
括
的
に
規
定
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政 策
フラッシュ

四
年
四
月
五
日
に「
食
品
安
全
行
政
に

関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
リ
ス
ク
分
析
を
基

盤
と
し
た
組
織
体
制
の
整
備
や
食
品
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
法
整
備
の
方

向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
同
年
六
月

十
一
日
に「
今
後
の
食
品
安
全
行
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
内
閣
府
に「
食
品
安
全

委
員
会（
仮
称
）」を
設
置
す
る
こ
と
、
消

費
者
の
保
護
を
基
本
と
し
た
食
品
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
包
括
的
な
法
律

と
し
て「
食
品
安
全
基
本
法（
仮
称
）」を

制
定
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

の
で
す
。

「
食
品
安
全
基
本
法
案
」は
、
第
百
五

十
六
回
国
会（
常
会
）に
提
出
さ
れ
、
平

成
十
五
年
五
月
十
六
日
に
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
食
品
の
安
全

性
の
確
保
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定

め
、
関
係
者（
国
、
地
方
公
共
団
体
、
食

品
関
連
事
業
者
、
消
費
者
）の
責
務
・
役

割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の

策
定
に
係
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
七
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
基
本
理
念

・
国
民
の
健
康
の
保
護
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
い
う
基
本
認
識
の
下
に
、
食
品

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

食
品
安
全
基
本
法
の
概
要

・
食
品
供
給
行
程（
農
林
水
産
物
の
生

産
か
ら
食
品
の
販
売
に
至
る
一
連
の

食
品
供
給
の
行
程
）の
各
段
階
に
お
い

て
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら

れ
る
こ
と

・
国
際
的
動
向
及
び
国
民
の
意
見
に
配

慮
し
な
が
ら
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
い

て
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

②
施
策
の
策
定
に
係
る
基
本
的
な
方
針

・
食
品
健
康
影
響
評
価
を
実
施
す
る
こ

食
品
安
全
委
員
会
が
発
足

適
切
な
リ
ス
ク
評
価
の
実
施

と（
リ
ス
ク
評
価
）

・
国
民
の
食
生
活
の
状
況
等
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
、
食
品
健
康
影
響
評
価

結
果
に
基
づ
い
た
施
策
を
策
定
す
る

こ
と（
リ
ス
ク
管
理
）

・
国
民
に
対
し
情
報
の
提
供
、
意
見
を

述
べ
る
機
会
を
付
与
す
る
と
と
も
に
、

関
係
者
相
互
間
の
情
報
及
び
意
見
交

換
の
促
進
を
図
る
こ
と（
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

・
緊
急
事
態
へ
の
対
処
・
発
生
の
防
止
に

関
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

食
の
安
全
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
適

切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
食
品
に
絶

対
安
全（
ゼ
ロ
・
リ
ス
ク
）は
あ
り
得
な
い

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
国
民
の
意

見
に
配
慮
し
な
が
ら
科
学
的
知
見
に
基

づ
い
て
健
康
へ
の
悪
影
響
を
防
止
・
抑
止

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た

考
え
方
は「
リ
ス
ク
分
析
」と
呼
ば
れ
る

手
法
を
用
い
て
実
践
さ
れ
ま
す
。

リ
ス
ク
分
析
に
は
、
リ
ス
ク
評
価
、
リ

ス
ク
管
理
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

三
つ
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。

①
リ
ス
ク
評
価（
食
品
健
康
影
響
評
価
）

食
品
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
危
害
、
Ｂ

食
品
の
リ
ス
ク
分
析
と
は

Ｓ
Ｅ
で
い
え
ば
、
異
常
プ
リ
オ
ン
な
ど
の

危
害
が
ど
の
程
度
の
確
率
で
健
康
へ
の
影

響
を
ど
の
程
度
引
き
起
こ
す
か
を
科
学

的
に
評
価
す
る
こ
と
で
す
。
評
価
は
化

学
物
質
や
微
生
物
な
ど
の
危
害
要
因
ご

と
に
行
わ
れ
ま
す
。

②
リ
ス
ク
管
理

リ
ス
ク
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
さ
ら

に
関
係
者
の
意
見
を
考
慮
し
、
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
た
め
に
必
要
な
政
策
・
措

置（
安
全
基
準
、
残
留
農
薬
基
準
な
ど
）

を
検
討
・
実
施
し
ま
す
。
緊
急
の
場
合

に
は
、
暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
リ
ス
ク

評
価
を
待
た
ず
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

③
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

リ
ス
ク
評
価
や
リ
ス
ク
管
理
の
過
程
で

は
、
行
政
な
ど
が
積
極
的
に
情
報
を
公

開
・
提
供
し
て
消
費
者
や
生
産
者
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
相
互
間
で
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
実
施
す
べ
き
政
策

に
つ
い
て
国
民
の
参
加
を
図
る
上
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

リ
ス
ク
評
価
と
リ
ス
ク
管
理
は
、
こ
れ

ま
で
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
な
ど

で
渾
然

こ
ん
ぜ
ん

一
体
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
リ
ス
ク
分
析
を
適
切
に
実
施
す
る

た
め
に
は
、
リ
ス
ク
評
価
は
、
科
学
的
知

見
に
基
づ
い
て
客
観
的
か
つ
中
立
公
正
に

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

食
品
安
全
基
本
法
に
基
づ
い
て
、
新
し

く
リ
ス
ク
評
価
を
一
元
的
・
統
一
的
に

行
う
食
品
安
全
委
員
会
が
内
閣
府
に

独
立
し
た
機
関
と
し
て
七
月
一
日
に
設

置
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
リ
ス
ク

評
価
部
門
と
リ
ス
ク
管
理
部
門
の
機
能

が
明
確
に
分
離
さ
れ
、
よ
り
客
観
的
に

安
全
性
の
チ
ェ
ッ
ク
・
評
価
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
食
品
安
全
委
員
会
の
活
動

食
品
安
全
委
員
会
は
、
国
民
の
健
康

の
保
護
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
基

本
的
認
識
の
下
、
食
品
に
含
ま
れ
る
生

物
学
的
、
化
学
的
あ
る
い
は
物
理
的
な

危
害
な
ど
を
対
象
に
し
て
リ
ス
ク
評
価

を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、リ
ス
ク
評
価
の
結

果
に
基
づ
き
必
要
に
応
じ
て
、
内
閣
総

理
大
臣
を
通
じ
て
食
品
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
施
策
を
関
係

リ
ス
ク
評
価
を
行
う

食
品
安
全
委
員
会

BSE問題は、消費者の信頼を大きく失墜させ
た。今では牛一頭ごとに標識を付けることが
法律で義務づけられている
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●
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）

B
ovine

S
pongiform

Encephalopathy

の
略
。
異
常
プ
リ
オ
ン
た
ん
ぱ
く
質
（
細

胞
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
が
異
常
化
し
た
も

の
）
に
汚
染
さ
れ
た
飼
料
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
感
染

牛
の
脳
な
ど
を
含
む
肉
骨
粉
等
）
の
摂
取

に
よ
り
経
口
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
牛
の
疾
病
。
二
年
以
上
の
長
い
潜
伏
期

間
の
後
、脳
組
織
が
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
り
、

行
動
異
常
な
ど
の
神
経
症
状
を
呈
し
、
発

病
後
二
週
間
か
ら
六
か
月
で
死
に
至
る
。

一
九
八
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
初
め
て
報
告

さ
れ
た
。
な
お
、
現
在
、
反
芻
動
物
へ
の

肉
骨
粉
の
使
用
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て

い
る
。

●
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委
員

会Ｂ
Ｓ
Ｅ
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
行
政
対

応
上
の
問
題
を
検
証
し
、
今
後
の
畜
産
・

食
品
衛
生
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
調
査

検
討
を
行
う
た
め
に
、
厚
生
労
働
大
臣
と

農
林
水
産
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て

平
成
十
三
年
十
一
月
十
九
日
に
発
足
し

た
。
民
間
の
有
識
者
十
人
で
構
成
さ
れ
、

平
成
十
四
年
四
月
二
日
に
最
終
報
告
を
発

表
し
た
。
そ
の
中
で
消
費
者
の
保
護
を
基

本
と
し
た
包
括
的
な
食
品
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
と
新
し
い
行
政

組
織
の
構
築
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。

●
食
品
安
全
行
政
に
関
す
る
関
係
閣
僚

会
議

「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
関
す
る
調
査
検
討
委

員
会
報
告
」
を
受
け
て
、
食
品
の
安
全
性

の
確
保
に
必
要
な
新
た
な
行
政
組
織
の
在

り
方
を
中
心
に
具
体
案
を
作
成
す
る
た
め

各
大
臣
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
省
や
農
林

水
産
省
か
ら
リ
ス
ク
評
価
の
要
請
を
受

け
て
、
ま
た
、
自
ら
の
判
断
で
、
科
学
的

な
知
見
に
基
づ
き
、
委
員
会
で
リ
ス
ク
評

価
の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結

果（
リ
ス
ク
評
価
）を
関
係
省
庁
に
通
知

す
る
の
で
す
。
結
果
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の

施
策
を
改
め
る
よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
ス
ク
評
価
の

結
果
に
基
づ
い
た
適
切
な
施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、意
見
交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
、

消
費
者
、
食
品
関
連
事
業
者
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
と
の
間
で
、
食
品
の
安

全
性
に
つ
い
て
の
情
報
や
意
見
の
交
換
を

行
い
、
関
係
各
省
と
も
連
携
し
つ
つ
、
リ

ス
ク
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
内
外
の
危
害
情
報
の
一

元
的
収
集
・
整
理
を
行
い
ま
す
。
大
規
模

な
集
団
食
中
毒
の
発
生
な
ど
、
緊
急
の

事
態
に
対
処
す
る
必
要
が
生
じ
た
場

合
、
事
態
を
早
急
に
把
握
し
、
関
係
各

省
へ
の
迅
速
な
対
応
の
要
請
や
国
民
に

理
解
し
や
す
い
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、
危
害
の
拡
大
・
再
発
防
止
の
た
め
の

政
府
の
対
応
の
要
か
な
め

と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

②
食
品
安
全
委
員
会
の
組
織

食
品
安
全
委
員
会
は
七
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す（
委
員
長
は
寺
田
雅

昭
・
元
財
団
法
人
先
端
医
療
振
興
財
団

副
理
事
長
）。
委
員
会
に
は
次
の
三
つ
の

横
断
的
な
専
門
調
査
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
企
画
専
門
調
査
会：

食
品
安
全
委
員

ＢＳＥの問題、食品ラベルの偽装表示問題、さらに輸入野菜に

おいて残留基準を超える農薬が検出された問題など、食に

対する不安を増大させる事件が相次いで起きました。本来、安全

でなければならない食がおかしい。そこで、国として食品の安全・

安心を確保するために、内閣府に食品安全委員会が設けられたの

です。食品安全委員会ではリスク分析の中のリスク評価――食品

健康影響評価を行います。省庁の壁をなくし、厚生労働省、農林

水産省などのリスク管理機関とは独立してリスク評価を行う点が、

食品安全委員会の大きな特徴といっていいでしょう。

委員会が発足したのは7月1日ですので、発足してから3か月がた

ちました。毎週リスク評価を行い、既に数多くの評価を行ってき

ました。委員会は公開されていますので、毎回、マスコミ関係者、

消費者団体の方、もちろん一般消費者の方など多くの方が傍聴に

来てくださっています。それだけ私ども食品安全委員会に対する

期待が大きいということで、責任の重さを痛感しているところです。

現在、委員会では、リスク評価とともに、各種専門調査会を立

ち上げているところです。食品安全委員会の下には、実際にリス

ク評価を行う専門家を中心とした13の専門調査会が設けられま

す。現在のところ、まだプリオン専門調査会しか開催されていま

せんが、他も順次調査審議を開始します。また、これらの専門調

査会とは別に、企画専門調査会、リスクコミュニケーション専門調

査会、緊急時対応専門調査会がスタートしています。このうち、企

画専門調査会とリスクコミュニケーション専門調査会の委員には、

一般公募の方がいます。これらの専門調査会の委員は、消費者、

団体の代表、食品の生産・流通の代表、マスコミ関係者、獣医な

どです。

国民は、健康のもとになっている食品の安全を強く求めていま

す。せっかく内閣府の中にこのようなリスクを科学的に評価する

新しい制度ができたのですから、国民の負託にこたえる委員会に

していかなければなりません。そのためには、科学的評価だけで

なく、評価過程の透明性を高めていく必要があります。それが、国

民の食の安全に対する理解につながっていくからです。コミュニ

ケーションは、一方通行では成立しません。委員会では様々な場

を通じて情報を提供していきますので、国民の皆さんも、今どの

ような点に不安を感じているか、忌憚
きた ん

なく言っていただきたいで

すね。皆さんのご意見には、できるだけ分かりやすい言葉でこた

えていくつもりです。

失われた食の信頼は、一日では回復しません。国民の健康が第

一であるという立場に立って、委員会に与えられた責務をこなし

ていくことが何よりも大切だと思っています。

国民の健康を第一に考えてリスク評価に取り組む
寺田　雅昭

食品安全委員会委員長



2003.OCTOBER15 ［時の動き］

政 策
フラッシュ

会
が
行
う
活
動
に
関
す
る
年
間
計

画
、
基
本
的
事
項
な
ど
の
検
討

●
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
門
調

査
会：

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

法
や
関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討

●
緊
急
時
対
応
専
門
調
査
会：

重
大
な

食
品
事
故
な
ど
緊
急
時
に
お
け
る
対

応
の
在
り
方
な
ど
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
調
査
審
議
、
緊
急
時
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

こ
の
う
ち
、
企
画
専
門
調
査
会
と
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
門
調
査
会
に

は
、
公
募
委
員
も
専
門
委
員
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
委
員
会
の
下
に
は
、
リ
ス
ク

評
価
を
行
う
十
三
の
専
門
調
査
会
が
設

置
さ
れ
ま
す
。

●
化
学
物
質
系
評
価
グ
ル
ー
プ

添
加
物
専
門
調
査
会
、
農
薬
専
門
調

査
会
、
動
物
用
医
薬
品
専
門
調
査
会
、

器
具
・
容
器
包
装
専
門
調
査
会
、
化
学

物
質
専
門
調
査
会
、
汚
染
物
質
専
門
調

査
会

●
生
物
系
評
価
グ
ル
ー
プ

微
生
物
専
門
調
査
会
、
ウ
イ
ル
ス
専

門
調
査
会
、
プ
リ
オ
ン
専
門
調
査
会
、
か

び
毒
・
自
然
毒
等
専
門
調
査
会

●
新
食
品
等
評
価
グ
ル
ー
プ

遺
伝
子
組
換
え
食
品
等
専
門
調
査

会
、
新
開
発
食
品
専
門
調
査
会
、
肥

料
・
飼
料
等
専
門
調
査
会

③
食
品
安
全
モ
ニ
タ
ー
の
活
動

食
品
安
全
委
員
会
が
、
リ
ス
ク
評
価

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
関
係
省
庁
に
食
品

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
に
つ
い
て
勧
告
等

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
施

策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け

る
と
と
も
に
、
食
品
の
安
全
に
関
す
る
危

害
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
と
し
た
食
品

の
安
全
に
関
す
る
意
見
等
を
聴
取
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た

制
度
で
す
。

公
募
に
よ
り
、
食
品
の
安
全
に
関
し

て
一
定
の
知
識
や
経
験
を
有
し
て
い
る

四
百
七
十
人
の
方
が
九
月
に
依
頼
さ
れ

て
い
ま
す
。

④
食
の
安
全
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置

幅
広
く
消
費
者
か
ら
食
品
の
安
全
性

に
関
す
る
情
報
提
供
、
問
い
合
わ
せ
、
ご

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
食
品
の

安
全
性
に
関
す
る
知
識
・
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、「
食
の
安
全
ダ
イ
ヤ
ル
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
月

曜
か
ら
金
曜
の
十
時
か
ら
十
七
時
ま
で

で
す（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
除

く
）。
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
番
号

０
３-

５
２
５
１-

９
２
２
０
・
９
２
２
１

＊

＊

＊

食
品
安
全
委
員
会
の
審
議
は
原
則
と

し
て
公
開
で
す
。
ま
た
委
員
会
の
議
事

録
だ
け
で
な
く
、
評
価
結
果
、
勧
告
な

ど
に
つ
い
て
も
公
開
さ
れ
ま
す
。

に
平
成
十
四
年
四
月
五
日
に
発
足
し
た
。

会
議
の
構
成
員
は
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
内
閣
府
国
民
生

活
局
が
所
掌
す
る
事
務
を
担
当
す
る
国
務

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
。
平
成
十
四
年
六

月
十
一
日
に
「
今
後
の
食
品
安
全
行
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
と
り
ま
と
め
、
そ

の
中
で
「
食
品
安
全
委
員
会
（
仮
称
）」

の
設
置
と
「
食
品
安
全
基
本
法
（
仮
称
）」

の
制
定
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

●
食
品
安
全
基
本
法

食
品
の
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
基

本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体

及
び
食
品
関
連
事
業
者
の
責
務
や
消
費

者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

食
品
健
康
影
響
評
価
（
リ
ス
ク
評
価
）

の
実
施
と
そ
の
結
果
に
基
づ
く
施
策
の

策
定
な
ど
の
基
本
的
な
方
針
の
ほ
か
、

そ
の
評
価
を
主
な
任
務
と
す
る
食
品
安

全
委
員
会
の
設
置
な
ど
を
定
め
た
法
律
。

平
成
十
五
年
五
月
十
六
日
に
成
立
し
、

七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

●
リ
ス
ク
分
析

リ
ス
ク
分
析
は
、
リ
ス
ク
評
価
、
リ
ス

ク
管
理
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
三
つ
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
次
の
よ

う
な
流
れ
の
中
で
実
施
さ
れ
る
。
国
民
が

危
害
（
ハ
ザ
ー
ド
）
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
を
摂
取
す
る
こ

と
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
、
ど
の
よ
う
な

確
率
で
起
き
る
か
科
学
的
見
地
か
ら
評
価

（
リ
ス
ク
評
価
）
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
つ

い
て
許
容
で
き
る
水
準
以
下
に
す
る
た
め

に
と
る
べ
き
施
策
・
措
置
を
検
討
・
実
施

（
リ
ス
ク
管
理
）
し
て
い
く
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
全
過
程
に
お
い
て
は
、
消
費
者
、

生
産
者
、
行
政
及
び
学
界
な
ど
関
係
者
と

の
間
で
、
情
報
や
意
見
の
相
互
交
換
（
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
が
欠
か
せ

な
い
。
食
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
リ
ス
ク
分
析
の
実
践
が
要
と
な

る
。
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こ
れ
ら
は
、
食
品
安
全
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
な
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

は
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
食
品
衛

生
法
な
ど
に
基
づ
く
食
品
衛
生
規
制

は
、
国
の
食
品
安
全
行
政
の
取
組
の
う

ち
、
リ
ス
ク
管
理
の
主
要
部
分
を
担
う

も
の
で
す
。
今
回
、
そ
の
強
化
を
図
る
た

め
に
、
組
織
の
整
備
を
行
い
、「
医
薬
局
」

を「
医
薬
食
品
局
」に
、「
食
品
保
健
部
」

を「
食
品
安
全
部
」へ
改
称
す
る
と
と
も

に
、「
輸
入
食
品
安
全
対
策
室
」を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
食
品
の
安
全
性
を
よ
り
厳
格

に
確
保
す
る
た
め
に
、「
食
品
衛
生
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」と「
健
康

増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」

が
第
百
五
十
六
回
国
会
に
提
出
さ
れ
、

五
月
二
十
三
日
に
可
決
・
成
立
し
ま
し

た
。
一
部
を
除
い
て
八
月
二
十
九
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で

は
、
食
品
衛
生
法
の
目
的
規
定
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
の
保
護

を
図
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

①
農
薬
な
ど
の
残
留
規
制
の
強
化

食
品
衛
生
法
に
基
づ
い
て
、
農
薬
、
飼

料
添
加
物
、
動
物
用
医
薬
品
は
、
そ
の

量
の
限
度（
残
留
基
準
）が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
で

は
、
残
留
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
農

薬
が
残
留
し
て
い
る
食
品
の
流
通
に
対

し
て
は
、
健
康
に
対
す
る
影
響
の
明
ら
か

な
も
の
を
除
き
、
基
本
的
に
規
制
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

農
薬
な
ど
の
残
留
規
制
を
強
化
す
る
た

め
に
、
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い

農
薬
等
が
残
留
す
る
食
品
の
流
通
を
原

則
と
し
て
禁
止
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

②
安
全
性
に
問
題
の
あ
る
既
存
添
加

物
の
使
用
禁
止

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
な
け

れ
ば
、
化
学
合
成
品
の
食
品
添
加
物
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、

長
い
間
の
経
験
な
ど
か
ら
、
天
然
添
加

物
に
つ
い
て
は
、
既
存
添
加
物
と
し
て
使

用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、

既
存
添
加
物
の
安
全
性
を
見
直
し
、
問

題
が
あ
る
と
判
明
し
た
も
の
や
、
既
に
使

用
実
態
の
な
い
既
存
添
加
物
の
使
用
を

禁
止
で
き
る
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
既
存
添
加
物
の
毒
性
試
験
が
計

画
的
に
実
施
さ
れ
、
安
全
性
の
確
認
が

行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

③
特
殊
な
方
法
に
よ
り
摂
取
す
る
食
品

な
ど
の
暫
定
的
な
流
通
禁
止

ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
な
ど
を
背
景
に
様
々

規
格
・
基
準
の
見
直
し
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子どもたちにとって学校給食は楽しいひとと
き。「食」に関心を持ってもらうように、給食で
は地元で取れる食材が多く用いられている

●
食
品
安
全
委
員
会

食
品
安
全
基
本
法
の
制
定
に
伴
っ
て
、

平
成
十
五
年
七
月
一
日
に
内
閣
府
に
発
足

し
た
。
七
人
の
民
間
有
識
者
で
構
成
さ
れ

る
。
委
員
長
は
寺
田
雅
昭
・
元
財
団
法
人

先
端
医
療
振
興
財
団
副
理
事
長
。
リ
ス
ク

評
価
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
な
ど
が
主
な

役
割
で
あ
る
。

●
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

国
・
地
方
公
共
団
体
・
食
品
等
事
業
者
の

責
務
の
明
確
化
、
販
売
の
用
に
供
す
る
食

品
に
係
る
規
制
の
見
直
し
、
食
品
衛
生
に

関
す
る
監
視
指
導
に
関
す
る
指
針
及
び
計

画
の
策
定
、
食
中
毒
な
ど
飲
食
に
起
因
す

る
事
故
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た
め
に
講

じ
ら
れ
る
措
置
な
ど
を
定
め
た
法
律
。
平

成
十
五
年
五
月
二
十
三
日
に
成
立
し
、
八

月
二
十
九
日
か
ら
一
部
を
除
い
て
施
行
さ

れ
て
い
る
。

●
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
害
分
析
重
要
管
理
点

方
式
）

H
a
za
rd
A
n
a
lys
is
a
n
d
C
ritic
a
l

C
o
n
tro
l
P
o
in
t

の
略
。
加
工
食
品
の
原

料
か
ら
最
終
製
品
化
に
至
る
各
加
工
段
階

で
、
衛
生
・
品
質
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
方
式
の
こ
と
で
あ
る
。
食
品
の
製
造
・

加
工
段
階
に
お
け
る
有
効
な
衛
生
管
理
手

法
と
し
て
国
際
的
に
導
入
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
承

認
施
設
に
お
い
て
食
中
毒
事
件
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
承
認
施

設
で
あ
っ
て
も
食
品
衛
生
管
理
者
を
置
く

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

食
品
衛
生
法
と
健
康
増
進
法
を

改
正

食
品
の
安
全
性
の
確
保
を
通
じ
た
国
民
の
保
護
の
た
め
に

厚生労働省の組織改革�

医 薬 局 �

大臣官房審議官（医薬担当）�

大臣官房審議官（医薬担当）�

総務課�

（略）�｝� ｝�
食 品 保 健 部 �

企画課�

新開発食品保健対策室�

検疫所業務管理室�

食品国際企画調整官�

基準課�

監視安全課�

医 薬 食 品 局 �

（新）大臣官房参事官（医薬食品担当）�

総務課�

（略）�

食 品 安 全 部 �

企画情報課�

検疫所業務管理室�

食品国際企画調整官�

基準審査課�

新開発食品保健対策室�

監視安全課�

（新）輸入食品安全対策室�
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政 策
フラッシュ

な
健
康
食
品
が
市
場
に
出
回
り
、
健
康

被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
健
康
被
害
と
の
因
果
関

係
が
特
定
で
き
な
い
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
通
常
の
摂
取
と
異

な
る
方
法（
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
な
ど
）で
飲

食
す
る
食
品
で
、
そ
れ
が
人
の
健
康
を

損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
と
確
証
が
持
て

な
い
場
合
、
ま
た
、
食
品
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
健
康
被
害
で
、
そ
の
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
を
含
む
疑
い
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
食
品
衛
生
上
の
危

害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、
薬
事
・

食
品
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上

で
食
品
と
し
て
の
販
売
を
禁
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

④
健
康
の
保
持
増
進
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
の
虚
偽
又
は
誇
大
な
広
告
等
の

表
示
の
禁
止

健
康
食
品
の
中
に
は
、
効
果
が
認
め

ら
れ
な
い
の
に
著
し
い
効
果
を
う
た
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
診
断
や
治

療
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
よ
う
な
食
品
に
頼
っ
た
た
め
に
治
療
が

遅
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
健
康
増
進
法
を
改
正
し
、
健
康

の
保
持
増
進
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
著
し

く
事
実
に
相
違
す
る
表
示
を
し
、
又
は

著
し
く
人
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示

を
行
う
こ
と
を
禁
止
し
ま
し
た
。

①
監
視
指
導
指
針
と
監
視
指
導
計
画

の
策
定
・
公
表

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
国
は
、
食
品

監
視
・
検
査
体
制
の
強
化

衛
生
の
監
視
指
導
の
基
本
的
な
方
向
を

示
し
た「
食
品
衛
生
監
視
指
導
指
針
」

を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て「
輸
入
食
品

監
視
指
導
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
よ
り
重
点
的
・
効
率

的
な
監
視
指
導
の
実
施
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
で
は
、「
都
道
府
県

等
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
」が
作
成

さ
れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
監
視
指

導
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
指

針
・
計
画
は
、
国
民
の
意
見
を
聴
い
た
上

で
策
定
・
公
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

②
輸
入
食
品
の
監
視
体
制
の
強
化

輸
入
食
品
の
検
査
で
は
、
各
輸
入
ロ
ッ

ト
ご
と
に
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
輸

入
・
流
通
が
認
め
ら
れ
な
い「
命
令
検
査
」

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
対
象

品
目
の
政
令
指
定
要
件
が
足
か
せ
に
な

り
、
違
反
に
対
し
て
機
動
的
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
、
対
象
品
目
の
政
令
指
定
を
廃
止

し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
判
断
で
命
令
検

査
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

③
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
施
設
の

承
認
に
更
新
制
を
導
入

総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
と
は
、
高

度
な
衛
生
管
理
で
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
危

害
分
析
重
要
管
理
点
方
式
）の
概
念
を

と
り
入
れ
た
衛
生
管
理
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
を

経
た
製
造
等
の
承
認
を
取
得
す
る
と
、

製
造
・
加
工
基
準
に
基
づ
い
て
製
造
さ
れ

た
と
み
な
さ
れ
、
食
品
衛
生
管
理
者
を

置
か
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
総
合
衛
生
管
理
製

造
過
程
承
認
施
設
に
お
い
て
重
大
な
食

中
毒
事
件
が
相
次
い
だ
た
め
、
総
合
衛

生
管
理
製
造
過
程
の
承
認
に
更
新
制
を

導
入
す
る
と
と
も
に
、
食
品
衛
生
管
理

者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

④
食
品
衛
生
管
理
者
の
責
務
の
追
加

今
回
、
営
業
者
の
自
主
管
理
・
法
令

遵
守
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
食
品
衛

生
管
理
者
と
営
業
者
の
責
務
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
食
品
衛
生
管
理
者

は
、
営
業
者
に
対
し
て
必
要
な
意
見
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
営
業
者
は
食
品
衛
生

管
理
者
の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
食
品

の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
、

消
費
者
や
事
業
者
な
ど
の
関
係
者
が
意

見
を
表
明
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
行
政
、
生
産
者
、
事
業
者
、
消

費
者
の〝
双
方
向
〞の
対
話
を
図
る
手
段

で
す
。

今
回
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
施
策
の

策
定
過
程
に
お
い
て
、
国
民
か
ら
意
見

聴
取
を
行
う
こ
と
が
法
律
上
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
は
規

格
・
基
準
の
策
定
に
お
い
て
、
都
道
府
県

知
事
は
監
視
指
導
計
画
の
策
定
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、

広
く
国
民
又
は
住
民
の
意
見
を
求
め
な

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進

●
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
政
策
推
進

本
部

「
食
卓
か
ら
農
場
」
を
通
じ
た
食
品
安

全
に
か
か
わ
る
施
策
の
在
り
方
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
食
品
安
全
基
本
法
の

制
定
、
食
品
安
全
委
員
会
の
設
置
に
伴
い

農
林
水
産
省
と
し
て
組
織
と
法
制
度
の
両

面
か
ら
食
の
安
全
・
安
心
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
平
成
十
四
年
十
一
月
十
八
日

に
北
村
農
林
水
産
副
大
臣
を
本
部
長
と
し

て
設
置
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
六
月
二
十

日
に
「
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
政
策

大
綱
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

●
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
政
策
大
綱

「
食
の
安
全
・
安
心
を
め
ざ
し
た
農
林

水
産
省
の
と
り
く
み
」
と
い
う
副
題
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
農
林
水
産
省
が
新
し
い

食
品
行
政
に
取
り
組
む
た
め
の
指
針
を
示

し
た
も
の
。
①
新
た
な
食
品
安
全
行
政
に

対
応
す
る
た
め
の
体
制
の
見
直
し
・
強

化
、
②
産
地
段
階
か
ら
消
費
段
階
に
わ
た

る
リ
ス
ク
管
理
の
確
実
な
実
施
、
③
消
費

者
の
安
心
・
信
頼
の
確
保
、
④
食
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
保
全

の
取
組
、
⑤
研
究
の
充
実
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
。

●
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

食
品
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
で
原
材
料
の
仕
入
先
や
食
品
の

製
造
元
・
販
売
先
な
ど
を
記
録
・
保
管

し
、
識
別
番
号
な
ど
を
用
い
て
記
録
し
た

情
報
と
食
品
と
の
結
び
つ
き
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
食
品
が
た
ど
っ
て
き
た

ル
ー
ト
と
情
報
の
追
跡
・
遡
及
が
で
き
る

仕
組
み
。
食
品
一
般
に
つ
い
て
は
関
係
者

に
よ
り
自
主
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
今
回
成
立
し
た

「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管
理

及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
よ

っ
て
、
牛
一
頭
ご
と
に
個
体
識
別
番
号
を

表
示
す
る
こ
と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
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け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
厚
生
労
働

大
臣
と
都
道
府
県
知
事
は
、
食
品
衛
生

に
関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
公
表

し
、
そ
の
施
策
に
つ
い
て
広
く
国
民
又
は

住
民
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
品
安
全
基
本
法
の
制
定
に
伴
い
、

厚
生
労
働
省
と
と
も
に
リ
ス
ク
管
理
の

役
割
を
担
う
農
林
水
産
省
で
は
、
組
織

と
法
制
度
の
両
面
で
新
た
に
食
の
安
全

に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、

リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
施
策
や
組
織
を

総
合
的
に
見
直
し
、
肥
料
、
農
薬
、
飼

料
等
の
生
産
資
材
の
適
正
な
使
用
の
確

保
等
の
農
林
水
産
物
の
生
産
過
程
に
お

け
る
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
食
品
安
全
関
係
法
律
を
改
正
す
る

と
と
も
に
、
農
林
水
産
省
設
置
法
を
改

正
し
、
本
省
に
産
業
振
興
部
門
か
ら
独

立
し
て
食
品
分
野
に
お
け
る
消
費
者
行

政
と
リ
ス
ク
管
理
を
一
元
的
に
行
う

「
消
費
・
安
全
局
」
を
設
置
す
る
な
ど
、

リ
ス
ク
管
理
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
食
品
安
全
関
係
五
法
案

及
び
農
林
水
産
省
設
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
第
百
五
十

六
回
国
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
平

成
十
五
年
六
月
十
一
日
に
公
布
さ
れ
、

農
林
水
産
省
は
七
月
一
日
か
ら
新
た

な
組
織
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
関
係
法
律
の
改
正

等
を
踏
ま
え
て
、
食
の
安
全
・
安
心
に
か

か
わ
る
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平

成
十
四
年
十
一
月
十
八
日
、「
食
の
安

全
・
安
心
の
た
め
の
政
策
推
進
本
部
」が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
本
部
で
は
、

平
成
十
五
年
二
月
七
日
に
「
食
の
安

全
・
安
心
の
た
め
の
政
策
大
綱（
中
間
と

り
ま
と
め
案
）」
を
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集
、
全
国
八
か
所
で

の
地
方
意
見
交
換
会
の
開
催
な
ど
、
国

民
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
同
年
六
月

二
十
日
に「
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

政
策
大
綱
」を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の「
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
政

策
大
綱
」は
、
農
林
水
産
省
が
、
国
民
の

健
康
の
保
護
を
最
優
先
と
し
た
新
し
い

食
品
行
政
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の

指
針
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
後
、「
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
安

全
・
安
心
な
食
料
の
安
定
供
給
」
が
農

林
水
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
、
ま

た
、「
安
心
」と「
信
頼
」を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
施
策
づ
く
り
へ
の
国
民
の
参
画

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
る
と
い
う

意
識
改
革
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
こ
れ
ま
で「
産
業

振
興
」と「
リ
ス
ク
管
理
」を
同
じ
部
局
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
生
産
者

優
先
の
政
策
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
消
費
者
の
安
全
が
軽
視

さ
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
、
産
業
振
興
と
切
り

離
し
て
、
新
し
く
消
費
者
行
政
と
リ
ス

ク
管
理
業
務
を
担
う「
消
費
・
安
全
局
」

が
設
け
ら
れ
た
の
で
す
。
今
後
、
消
費
・

安
全
局
で
は
国
民
の
健
康
の
保
護
を
最

優
先
に
し
た
リ
ス
ク
管
理
が
統
一
的
に

進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
で
は
、
政
府
の
対

応
の
遅
れ
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
し
く「
食
品
安
全
危
機
管
理

官
」が
消
費
・
安
全
局
に
置
か
れ
、
食
品

安
全
委
員
会
や
厚
生
労
働
省
な
ど
と
密

接
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら
緊
急
事
態
に

お
け
る
対
応
を
事
前
に
検
討
す
る
な

ど
、
政
府
全
体
の
危
機
管
理
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
内
外
か
ら

情
報
を
広
く
収
集
し
、
危
機
の
回
避
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

リ
ス
ク
管
理
を
確
実
に
実
施
し
て
い
く

リ
ス
ク
管
理
の
確
実
な
実
施

リ
ス
ク
管
理
を
担
う

「
消
費
・
安
全
局
」の
新
設

内閣府食品安全委員会事務局
ホームページ

http://www8.cao.go.jp/
shokuhin/

関連サイト紹介

委員会からのお知らせ（開催情報、配布資
料、議事録など）、食品健康影響評価結果
などが掲載されている。「法令について」
をクリックすると食品安全基本法の全
文・概要などを見ることができる。また
「食の安全ダイヤルについて」では、皆さ
んからの意見等を常時受け付けている。

厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/
topics/bukyoku/iyaku/
syoku-anzen/index.html

厚生労働省の食品の安全確保に向けた取
組に関する情報が掲載されている。「食品
衛生法等の一部を改正する法律」「健康増
進法の一部を改正する法律」の全文など
を見ることができる。

農林水産省ホームページ

http://www.maff.go.jp/
syoku_anzen/top.htm

農林水産省の食の安全・安心のための取
組が紹介されている。「食の安全・安心に
係る体制や施策の見直し・強化」をクリッ
クすると「食の安全・安心のための政策大
綱」と工程表を見ることができる。

「
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の

政
策
大
綱
」を
策
定

新
た
な
食
品
安
全
行
政
に
対
応
す
る
た
め
の
指
針

農林水産省の組織改革�

食品のリスク管理と�
産業振興を�
同じ部局で実施�

これまでの組織�

総合食料局�

食品安全委員会�

連携の強化�

厚生労働省�

生 産 局 �

食 糧 庁 � 廃止�

林 野 庁 �

水 産 庁 �

・消費・安全政策課�
・農産安全管理課�
・植物防疫課�

・表示・規格課�
・衛生管理課�
・消費者情報官�

食品のリスク管理などを統一的に実施�

新 し い 組 織 �

総合食料局�農業・食品産業�
の振興�

生 産 局 �

林 野 庁 �

水 産 庁 �

消費・安全局�
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政 策
フラッシュ

た
め
に
は
、
行
政
が
法
律
に
基
づ
く
生

産
資
材
の
使
用
な
ど
の
規
制
や
、
産
地

か
ら
食
卓
ま
で
の
各
段
階
で
調
査
・
監

視
を
強
め
る
と
と
も
に
、
生
産
者
・
事
業

者
の
自
主
的
な
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
産
地
・
生
産
者
が
自
ら
リ
ス
ク
管

理
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
土
壌
や
漁
場

環
境
な
ど
生
産
環
境
の
改
善
、
栽
培
・

養
殖
技
術
の
改
善
、
簡
易
な
分
析
の
実

施
な
ど
、
リ
ス
ク
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

た
め
の
産
地
の
自
主
的
な
取
組
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
食
品
の
製
造
・
加
工
、
流
通
段

階
に
お
け
る
衛
生
・
品
質
管
理
手
法
や

新
技
術
の
導
入
な
ど
、
事
業
者
の
自
主

的
な
取
組
の
支
援
を
進
め
ま
す
。
特
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
危
害
分
析
重
要
管
理
点
方

式
）は
、
食
品
の
製
造
・
加
工
段
階
の
有

効
な
衛
生
管
理
手
法
と
し
て
、
そ
の
導

入
が
国
際
的
に
も
進
め
ら
れ
て
い
る
手

法
で
す
。
こ
の
た
め「
食
品
の
製
造
過
程

の
管
理
の
高
度
化
に
関
す
る
臨
時
措
置

法
」の
適
用
期
限
を
さ
ら
に
延
長
し
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
に
必
要
な
施
設
を
整

備
す
る
事
業
者
に
金
融
・
税
制
上
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

①
適
正
な
食
品
表
示

Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や
不
正
表
示
の
発
覚
な
ど

で
、食
品
行
政
に
対
す
る
国
民
の「
安
心
」

「
信
頼
」は
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
し
た
。

生
産
者
・
事
業
者
の
取
組
が
、
消
費
者
に

「
安
心
」「
信
頼
」と
し
て
実
感
さ
れ
て
い

消
費
者
の
安
心
・
信
頼
の
確
保

く
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
リ
ス
ク
管

理
の
徹
底
と
と
も
に
重
要
な
課
題
で
す
。

消
費
者
が
安
心
し
て
食
品
を
選
択
で

き
る
た
め
に
は
、
食
品
の
表
示
が
十
分
に

信
頼
で
き
、
正
確
で
分
か
り
や
す
い
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現

在
の
食
品
表
示
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
以
外
に

食
品
衛
生
法
な
ど
で
も
ル
ー
ル
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
複
雑
で
分
か
り
に
く
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
て
、「
食
品
の
表
示
に
関
す
る
共
同

会
議
」で
審
議
す
る
と
と
も
に
、
食
品
表

示
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
を
一

元
的
に
受
け
付
け
る
相
談
窓
口
の
設
置

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
普
及

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、食
品
の
生
産
、

加
工
、
流
通
な
ど
の
各
段
階
で
、
原
材

料
の
仕
入
先
や
食
品
の
製
造
元
・
販
売

先
な
ど
を
記
録
・
保
管
し
、
食
品
が
た
ど

っ
て
き
た
ル
ー
ト
と
情
報
を
把
握
で
き
る

仕
組
み
で
す
。
問
題
が
起
き
た
と
き
に

そ
の
食
品
の
回
収
が
容
易
に
な
る
、
消

費
者
と
生
産
者
・
事
業
者
の
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
る
、
消
費
者
の

信
頼
や
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
特
に
Ｂ
Ｓ
Ｅ

で
問
題
に
な
っ
た
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
今

回「
牛
の
個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管

理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

が
制
定
さ
れ
、
牛
一
頭
ご
と
に
個
体
識

別
番
号
を
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

③
食
育
の
推
進

食
育
と
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
食
に

つ
い
て
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
食
に

対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
で
す
。
食
品
に
絶
対
安
全（
ゼ
ロ
・
リ
ス

ク
）は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
、
消

費
者
が
自
分
で
そ
の
安
全
性
を
判
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
食
品

の
衛
生
的
な
取
扱
い
や
食
の
選
び
方
、
食

生
活
の
改
善
な
ど
、
食
に
つ
い
て
考
え
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
で
食
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
を
積
極
的
に

支
援
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

食
品
の
生
産
流
通
過
程
、
特
に
農
畜
水

産
物
の
生
産
段
階
で
、
食
品
の
安
全
に

影
響
を
及
ぼ
す
有
害
な
微
生
物
や
化
学

物
質
な
ど
を
抑
え
、
農
地
や
漁
場
な
ど

の
生
産
環
境
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
重

食
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境

保
全
の
取
組
、
研
究
開
発
の
充
実

要
で
す
。
土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
・
農
薬

の
低
減
、
養
殖
場
の
魚
の
密
度
や
飼
料

の
抑
制
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
産

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

研
究
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
独
立
行
政

法
人
を
中
心
に
、
民
間
企
業
、
大
学
な

ど
か
ら
幅
広
く
人
材
や
技
術
を
結
集
し

て
、
有
害
物
質
が
蓄
積
さ
れ
る
仕
組
み

の
解
明
、
リ
ス
ク
低
減
技
術
の
開
発
な

ど
リ
ス
ク
分
析
を
支
え
る
研
究
な
ど
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

＊

＊

＊

「
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
政
策
大

綱
」
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

農
林
水
産
省
で
は
、
こ
の
八
月
に
工
程

表
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
工
程
表

に
沿
っ
て
、
国
民
に「
安
心
」「
信
頼
」さ

れ
る
食
品
安
全
行
政
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

食
品
安
全
委
員
会
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
の
取
組
を
み
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
三
者
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
行
政
機
関
が
一
体
と
な
り
、
国
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
食
品
安
全

行
政
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
間
に
お

け
る
定
期
的
な
連
絡
会
議
の
開
催
、
日

常
的
な
情
報
交
換
が
と
て
も
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
行
政
間
の
連
携
強
化
だ
け

で
は
、
国
民
の
食
に
対
す
る「
安
全
」と

「
信
頼
」を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
行
政
と
消
費
者
、
生
産
者
、
事
業

者
と
い
っ
た
関
係
者
相
互
の
情
報
と
意
見

の
交
換
が
、
安
全
と
信
頼
を
確
保
す
る

リ
ス
ク
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
向
け
て

消
費
者
・
生
産
者
・
事
業
者
・
学
識
経
験
者
・
行
政
間
の
意
見
交
換
を

上
で
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
す
。
リ
ス
ク
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
食
の
安
全
と
安
心
を

確
保
す
る
上
で
と
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
ま
す
。

行
政
機
関
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
積
極
的
に
食
品
安
全
情
報
を
公
開

す
る
と
と
も
に
、
様
々
な
場
で
国
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
て
い

き
ま
す
。
食
の
安
全
を
支
え
る
の
は
、
国

民
一
人
一
人
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供
・

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
／

厚
生
労
働
省
／
農
林
水
産
省
）

●
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
　

電
話

０
３-

５
２
５
１-

９
２
１
８

厚
生
労
働
省
医
療
食
品
局

食
品
安
全
部
企
画
情
報
課
　

電
話

０
３-

３
５
９
５-

２
３
２
６

農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局

消
費
・
安
全
政
策
課
　

電
話

０
３-

３
５
９
１-

４
９
６
３


